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に対する親世代の影響-｣ 『環境共生』 , 14, 2007,50-60.
〔3〕仙田浦『子どもの遊び環境』,筑摩書房, 1984.
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子ども時代の遊び経験と思考の形式化について
付　記
蛇足をお許し願いたい.昨年3月11日に起きた東関東大震災では,原発の安定化作業も
なかなか進まず,また余震が長く続く中で1年近く経った今も,多くの被災者たちが避難
所生活を余儀なくされている.このような中で,日本人の私たちが経済的豊かさを追求し
すぎた結果,生活環境がいかに脆弱なものになってしまっていたのかを再考する機運も生
/一■
まれてきている.一方で,こんな大震災にもかかわらず,春には陽光の力強さによって､津
波で流された民家の庭には水仙の花が咲き,仙台でも桜が綺麗に開花した.人間社会と自
然環境とが共生していくことの難しさは,私たち人間にだけに与えられた課題なのかもし
れない.
大津波が想定外であったとか, 1000年に1度の大地震であるとかそういった形式思考か
らくる言い訳はまったく通用しない.想定外なのではなく,何が起るか予想できないこと
がら-の備えがなかったとしか思えない.自然災害は,人間の心の中にあるのであって,
私たちの精神の外にその根拠を求めることはできず,すべての苦しみは私たち自身の責任
である.この原稿を執筆中に,想定外を強調する方々が,形式的なモノの見方に傾倒しす
ぎているのではないかと強く思った次第である.
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